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国土交通省 東北地方整備局
宮 城 県

「第４回 鳴瀬川総合開発事業の関係地方公共団体からなる検討の場」
「第４回 筒砂子ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」

評価軸ごとの評価を行う治水対策案の概要

平成２５年５月９日



・



複数の治水対策案の概略評価の検討において、検証要領細目で示された方策のうち、鳴瀬川流域の地形、地域条件、
既存施設を踏まえ、鳴瀬川流域に適用可能な17方策を組み合わせて、できる限り幅広い治水対策案を立案する。なお、
｢河道内の樹木伐採｣、「森林の保全」、「洪水の予測、情報の提供等」については、流出抑制や災害時の被害軽減等に資
するものとして、河道、流域管理等の観点からその推進を図る努力を継続することとする。
代表的な方策別に分類し、治水対策案を検討した。各分類の考え方は以下のとおりである。

分類０：河道改修を中心とした治水対策案

鳴瀬川流域では河道掘削や築堤による河道改修を中心に河川整備を実施しており、河道改修のみによる治水対策案を検討する。

関連する方策※：河道の掘削、引堤、堤防のかさ上げ

分類１：既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策案

鳴瀬川流域には、２つの既設ダム（漆沢ダム、二ッ石ダム）があるほか、鳴瀬川総合開発、筒砂子ダムの２つのダムが検証対象となっ
ていることから、既設ダム活用および検証対象ダムの再編を取り入れた治水対策案を検討する。

関連する方策※：ダム（現計画）、ダムの有効活用

分類２：新たな施設による治水対策案

鳴瀬川流域において、河道のピーク流量を低減させる効果がある遊水地、放水路等施設を設置する治水対策案を検討する。

関連する方策※：遊水地（調節池）等、放水路（捷水路）

分類３：流域を中心とした対策を取り入れた治水対策案

鳴瀬川流域では、堤防が完成していない区間が残っている一方で、昭和61年のはん濫被害を契機として二線堤整備を実施中であり、
現在の整備状況を踏まえて、二線堤を取り入れた治水対策を検討する。また、市街地が点在・分布するとともに広大な水田も広がって
いることから、雨水貯留・浸透や水田等の保全を取り入れた治水対策も検討する。

関連する方策※：雨水貯留施設、雨水浸透施設、部分的に低い堤防の存置、二線堤、宅地のかさ上げ・ピロティ建築等、

土地利用規制、水田等の保全

※「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示されている方策

複数の治水対策案の概略評価の組み合わせの考え方複数の治水対策案の概略評価の組み合わせの考え方

－１－



鳴瀬川流域では河道掘削や築堤による河道改修を中心に河川整備を実施しており、
河道改修のみによる治水対策案を検討する。

・分類０では、ケース５＜河道掘削＞（1,400億円）がコストにおいて最も有利である。

（よって、他の方策との組み合わせる河道改修方式は、河道掘削とする。）

分類０：河道改修を中心とした治水対策案

＜河道掘削＞
既設ダムによる洪水
調節後の河道配分流
量に対し、河川整備
計画に基づく河道改
修に加え、さらに河道
掘削により対応する
案

河道改修による治水対策案

＜引堤＞
既設ダムによる洪水
調節後の河道配分
流量に対し、河川整
備計画に基づく河道
改修に加え、引堤に
より対応する案

＜堤防かさ上げ＞
既設ダムによる洪水
調節後の河道配分流
量に対し、河川整備
計画に基づく河道改
修に加え、堤防かさ
上げにより対応する
案

ケース５ ケース６ ケース７

(1,400) (2,400) (1,600)

※概算事業費（億円）。以下同じ。

－２－



鳴瀬川流域には、２つの既設ダム（漆沢ダム、二ッ石ダム）があるほか、鳴瀬川総合開発、筒砂子ダムの２つのダムが検証対象となって
いることから、既設ダム活用および検証対象ダムの再編を取り入れた治水対策案を検討する。

・「ア 検証対象ダムの再編による治水対策案」では、ケース2-2①（1,200億円）がコストにおいて有利である。
・「イ 既設ダムの活用と検証対象ダムの再編による治水対策案」では、ケース3-3（1,100億円）がコストにおいて有利である。
・「ウ 既設ダムの活用」では、ケース4-1①（1,700億円）がコストにおいて有利である。

・分類１では、ケース3-3（1,100億円）がコストにおいて最も有利である。

分類１：既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策案

検証対象ダムの再編 既設ダムの活用

・２つのうち、いずれか
のダムを建設する案

・ダムの利水容量を
振替する案

・２つのうち、いずれかの
ダムをかさ上げする案

検証ダムの再編で優位な案 既設ダムの活用で優位な案

・検証対象ダムの再編と既設ダムの活用のそれぞれ優位な案を組合せた案
・再編と活用を同時に考慮して効率化が図られるか検討した案

ア 検証対象ダムの再編による治水
対策案

＜ケース２＞

イ 既設ダムの活用と検証対象
ダムの再編による治水対策案

＜ケース３＞

ウ 既設ダムの活用
＜ケース４＞

田
川
ダ
ム

田
川
ダ
ム

及
び
洪
水
導
水
路

筒
砂
子
ダ
ム

及
び
洪
水
導
水
路

筒
砂
子
ダ
ム

筒
砂
子
ダ
ム
と

漆
沢
ダ
ム
か
さ
上
げ

筒
砂
子
ダ
ム
と

漆
沢
ダ
ム
容
量
振
替

筒
砂
子
ダ
ム
か
さ
上
げ
と

漆
沢
ダ
ム
容
量
振
替

漆
沢
ダ
ム
か
さ
上
げ

漆
沢
ダ
ム
か
さ
上
げ
と

二
ツ
石
ダ
ム
容
量
振
替

漆
沢
ダ
ム
容
量
振
替

漆
沢
ダ
ム
容
量
振
替
と

二
ツ
石
ダ
ム
容
量
振
替

2-1① 2-1② 2-2① 2-2② 3-1 3-2 3-3 4-1① 4-1② 4-2① 4-2②
(1,500) (1,700) (1,200) (1,300) (1,600) (1,400) (1,100) (1,700) (1,800) (1,800) (1,900)

※全ての方策において、単独では目標とする安全度を達成できない場合に組み合わせる河道改修方式は、河道掘削とする。
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・２つのうち、いずれかのダム
を規模拡大して建設する案



鳴瀬川流域において、河道のピーク流量を低減させる効果がある遊水地、放水路等
施設を設置する治水対策案を検討する。

・分類２では、ケース８＜遊水地＞（1,600億円）がコストにおいて最も有利である。

分類２：新たな施設による治水対策案

＜遊水地＞
既設ダムと遊水地による洪水調節を
実施し、河道配分流量に応じた河道
改修により対応する案

新たな施設による対策

＜放水路＞
既設ダムによる洪水調節と放水路に
よる分水を実施し、河道配分流量に
応じた河道改修により対応する案

ケース８ ケース９

(1,600) (2,100)

・分類１では、ケース3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削（1,100億円）」がコストにおいて最も有利
である。

・分類２では、ケース8「遊水地と河道掘削（1,600億円）」がコストにおいて最も有利である。

分類１ ケース3-3 分類２ ケース8
ケース10 ＋＝

(2,100)

分類１と分類２の組合せによる治水対策案

※全ての方策における河道改修方式は、河道掘削とする。

＜河川を中心とした方策の組合せ＞

「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削 「遊水地と河道掘削」

－４－



鳴瀬川流域では、堤防が完成していない区間が残っている一方で、昭和61年のはん濫被害を契機として二線堤整備を実施中であり、現
在の整備状況を踏まえて、二線堤を取り入れた治水対策を検討する。また、市街地が点在・分布するとともに広大な水田も広がっているこ
とから、雨水貯留・浸透や水田等の保全を取り入れた治水対策も検討する。

・「ア 部分的に低い堤防の存置、二線堤、宅地かさ上げ等による治水対策」では、ケース12（1,300億円）がコストにおいて有利で
ある。

・「イ 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全による治水対策」は、ケース13（1,700億円）となる。

・分類３では、ケース12がコストにおいて有利である。

分類３：流域を中心とした対策を取り入れた治水対策案

ア 部分的に低い堤防の存置

＜二線堤等との組合せ＞
はん濫に対して二線堤により家屋
被害を防御する案

＜宅地かさ上げ等との組合せ＞
はん濫に対して宅地かさ上げ等に
より被害軽減を図る案

イ 雨水貯留施設、雨水浸透施設、
水田等の保全、ため池の活用

ケース１１ ケース１２ ケース１３

(1,400) (1,300)

(1,700)

※全ての方策における河道改修方式は、河道掘削とする。

・分類２では、ケース8「遊水地と河道掘削（1,600億円）」がコストにおいて最も有利である。

・分類３では、ケース12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げピロティ建築等＋土地利用規制と河道掘削（1,300億円）」がコス
トにおいて有利である。

・分類３「ケース12 部分的に低い堤防の存置」を組み合わせた場合、上流の遊水地（ケース8）で洪水流量が低減するため、部分的に
低い堤防の存置に洪水流量が越流しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果が発揮されない。

そのため、分類３からは「ケース13 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削（1,700億円）」を組み合わせてケース14とする。

分類２と分類３の組合せによる治水対策案

分類２ ケース8 分類３ ケース13ケース14 ＋＝
(1,900)

「遊水地と河道掘削」 「ケース13 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削」

－５－



組み合わせの検討組み合わせの検討

・分類１では、ケース3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削（1,100億円）」がコストにおいて最も有利
である。

・分類３では、ケース12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げピロティ建築等＋土地利用規制と河道掘削（1,300億円）」がコ
ストにおいて有利である。

・分類３「ケース12 部分的に低い堤防の存置」を組み合わせた場合、上流のダム（ケース3-3）で洪水流量が低減するため、部分的に
低い堤防の存置に洪水流量が越流しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果が発揮されない。

そのため、分類３からは「ケース13 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削（1,700億円）」を組み合わせてケース16とする。

分類１と分類３の組合せによる治水対策案

分類１ ケース3-3

分類３ ケース13

ケース16

＋

＝
(1,500)

・分類３「ケース12 部分的に低い堤防の存置」は、河道のピーク流量を低減させる効果があり、その効果が最も発現できる案は上流部
で洪水調節効果が小さい分類１の「既設ダムの活用 ケース4」であり、その中でコストが有利な「ケース4-1① 漆沢ダムのかさ上げと
河道掘削（1,700億円）」を組み合わせてケース15とする。

・さらに、分類３で想定される流域を中心とした対策を取り入れた治水対策を全て組み合わせてケース17とする。

分類１ ケース4-1①

分類３ ケース12

ケース15

＋

＝
(1,800)

分類１ ケース4-1①
ケース17 ＋＝

(2,000)

「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削」

「雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削」

「漆沢ダムのかさ上げと河道掘削」

「漆沢ダムのかさ上げと河道掘削」

「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げピロティ建築等＋土地利用規制と河道掘削」

「雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削」
分類３ ケース13

分類３ ケース12＋
「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げピロティ建築等＋土地利用規制と河道掘削」

－６－



組み合わせの検討組み合わせの検討

・分類１では、ケース3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削（1,100億円）」がコストにおいて最も有利
である。

・分類２では、ケース8「遊水地と河道掘削（1,600億円）」がコストにおいて最も有利である。

・分類３では、ケース12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げピロティ建築等＋土地利用規制と河道掘削（1,300億円）」がコ
ストにおいて有利である。

・分類３「ケース12 部分的に低い堤防の存置」を組み合わせた場合、上流のダム（ケース3-3）や遊水地（ケース8）で洪水流量が低減
するため、部分的に低い堤防の存置に洪水流量が越流しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果が発揮されない。

そのため、分類３からは「ケース13 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全による治水対策（1,700億円）」を組み合わせてケース18とす
る。

分類１と分類２と分類３の組合せによる治水対策案

ケース18 ＝
(2,400)

分類１ ケース3-3 分類２ ケース8＋「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダム容量振替（治水専用化）と河道掘削 「遊水地と河道掘削」

分類３ ケース13＋
「雨水貯留・浸透施設、水田等の保全と河道掘削」

分類１ ケース3-3 分類２ ケース8＋ケース10 ＝

分類１ ケース3-3

＋ケース14 ＝

分類３ ケース13

分類２ ケース8 分類３ ケース13

ケース16 ＋＝

※ケース18の組合せは、下記ケースの複合案ともいえる

－７－



治水対策案の選定一覧表

概略評価の結果抽出された治水対策案※ 部分的に低い堤防を存置するケースの場合、37k付近左岸は築堤せずに現堤防はそのまま存置。 －８－

河川を中心とした方策 流域を中心とした方策

河川整備計画の整備 2) 3) 4) 5) 6) 7) 13) 14) 16) 19) 21) 22) 23)

1) 河道改修 検証対象ダムの再編 既設ダムの活用と検証対象ダムの再編 ダムの活用 遊水地 放水路 河道改修
雨水貯留

施設
雨水浸透

施設

部分的に
低い堤防
の存置

二線堤
宅地かさ上
げ、プロティ
建築等

土地利用
規制

水田等
の保全

ダム 築堤 河道掘削
田川ダム及
び洪水導水

路

田川ダム及
び洪水導水
路＋筒砂子

川流域からの
導水

筒砂子ダム
筒砂子ダム
＋田川流域
からの導水

既設漆沢ダ
ムかさ上げ＋
筒砂子ダム

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子

ダム

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダムかさ上げ

既設漆沢ダ
ムかさ上げ

既設漆沢ダ
ムかさ上げ＋
二ツ石容量

振替

漆沢ダム容
量振替(治水

専用化)

漆沢ダム容
量振替(治水
専用化)＋二
ツ石ダム容量

振替

河道掘削 引堤
堤防の

かさ上げ

　　河川整備計画 1

田川ダム及
び洪水導水
路と筒砂子ダ
ム

築堤 河道掘削 ①
田川ダム及び洪水導水路と
筒砂子ダム案

2-1① 築堤 河道掘削
田川ダム及
び洪水導水
路

河道掘削 ②
田川ダム及び洪水導水路
＋河道掘削案

2-1② 築堤 河道掘削

田川ダム及
び洪水導水
路＋筒砂子
川流域からの
導水

河道掘削

2-2① 築堤 河道掘削 筒砂子ダム 河道掘削 ③ 筒砂子ダム＋河道掘削案

2-2② 築堤 河道掘削
筒砂子ダム
＋田川流域
からの導水

河道掘削 ④
筒砂子ダム規模拡大及び洪
水導水路＋河道掘削案

3-1 築堤 河道掘削
既設漆沢ダ
ムかさ上げ＋
筒砂子ダム

河道掘削

3-2 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダム

河道掘削

3-3 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダムかさ上げ

⑤
筒砂子ダム規模拡大と
漆沢ダムとの容量再編案

4-1① 築堤 河道掘削
既設漆沢ダ
ムかさ上げ

河道掘削

4-1② 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムかさ上げ＋
二ツ石容量
振替

河道掘削

4-2① 築堤 河道掘削
漆沢ダム容
量振替(治水
専用化)

河道掘削

4-2② 築堤 河道掘削

漆沢ダム容
量振替(治水
専用化)＋二
ツ石ダム容量
振替

河道掘削

5 築堤 河道掘削 河道掘削 ⑥ 河道掘削案

6 築堤 河道掘削 引堤

7 築堤 河道掘削
堤防の

かさ上げ

8-1 築堤 河道掘削
遊水地

(3遊水地）

遊水地上流
の

河道掘削

8-2 築堤 河道掘削
遊水地

(2遊水地）

遊水地上流
の

河道掘削
⑦ 遊水地＋河道掘削案

9 築堤 河道掘削 放水路
放水路下流

の
河道掘削

　　Ⅵ.河川を中心とした
       方策の組合せ

10 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダムかさ上げ

遊水地
(3遊水地）

11 築堤 河道掘削 河道掘削
部分的に
低い堤防
の存置

二線堤
土地利用

規制
⑧ 二線堤＋河道掘削案

12 築堤 河道掘削 河道掘削
部分的に
低い堤防
の存置

宅地かさ上
げ、プロティ
建築等

土地利用
規制

⑨ 宅地かさ上げ＋河道掘削案

13 築堤 河道掘削 河道掘削
雨水貯留

施設
雨水浸透

施設
水田等
の保全

14 築堤 河道掘削
遊水地

(3遊水地）

遊水地上流
の

河道掘削

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

15 築堤 河道掘削
既設漆沢ダ
ムかさ上げ

河道掘削
部分的に
低い堤防
の存置

宅地かさ上
げ、プロティ
建築等

土地利用
規制

⑩
漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ
上げ＋河道掘削案

16 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダムかさ上げ

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

⑪
筒砂子ダム規模拡大と
漆沢ダムとの容量再編＋雨
水貯留＋水田等の保全案

17 築堤 河道掘削
既設漆沢ダ
ムかさ上げ

河道掘削
雨水貯留

施設
雨水浸透

施設

部分的に
低い堤防
の存置

宅地かさ上
げ、プロティ
建築等

土地利用
規制

水田等
の保全

18 築堤 河道掘削

既設漆沢ダ
ムの容量振
替(治水専用
化)＋筒砂子
ダムかさ上げ

遊水地
(3遊水地）

雨水貯留
施設

雨水浸透
施設

水田等
の保全

　　Ⅷ.Ⅰ～Ⅶの組合せ

流
域
を
中
心
と
し
た
方
策
を
取
入
れ
た

治
水
対
策
と
河
道
改
修
等
と
の
組
合
せ

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策
を
組
合
せ
た
治
水
対
策
・
流

域
を
中
心
と
し
た
方
策
を
取
入
れ
た
治
水
対
策
こ
れ
ら

の
組
合
せ

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策
の
組
み
合
わ
せ

    Ⅰ.検証対象ダム
　      の再編

　　Ⅱ.既設ダムの
　　　 活用と検証対象
　　   ダムの再編

　　Ⅲ.既設ダム
        の活用

　　Ⅳ.河川改修に
　　よる治水対策

新
No

対策案名

　　Ⅴ.新たな施設
     　 による治水対策

　　Ⅶ.流域を中心とした
        治水対策

分類
ｹｰｽ
No.



概略評価による治水対策案の抽出の整理

－９－

概算
事業費
（億円）

第３回
検討の場
概略評価

結果

1 【河川整備計画】 田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム＋築堤及び河道掘削 1,200

2-1① 【検証対象ダムの再編】 田川ﾀﾞﾑ及び洪水導水路＋河道掘削 1,500 ○ ○

2-1② 【検証対象ダムの再編】 田川ﾀﾞﾑ及び洪水導水路＋筒砂子川からの洪水導水路＋河道掘削 1,700 ・コスト ・他のケースよりもコストが高い。

2-2① 【検証対象ダムの再編】 筒砂子ﾀﾞﾑ＋河道掘削 1,200 ○ ○

2-2② 【検証対象ダムの再編】 筒砂子ﾀﾞﾑ＋田川流域から筒砂子ダムへの洪水導水＋河道掘削 1,300 ○ ○

3-1 【既設ダムの活用と検証対象ダムの再編】 既設漆沢ﾀﾞﾑかさ上げ＋筒砂子ﾀﾞﾑ＋河道掘削 1,600 ・コスト ・ケース3-3よりもコストが高い。

3-2 【既設ダムの活用と検証対象ダムの再編】 既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋筒砂子ﾀﾞﾑ＋河道掘削 1,400 ・コスト ・ケース3-3よりもコストが高い。

3-3 【既設ダムの活用と検証対象ダムの再編】 既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋筒砂子ﾀﾞﾑかさ上げ＋河道掘削 1,100 ○ ○

4-1① 【既設ダムの活用】 既設漆沢ﾀﾞﾑかさ上げ＋河道掘削 1,700 ・コスト ・ケース2～3よりもコストが高い。

4-1② 【既設ダムの活用】 既設漆沢ﾀﾞﾑかさ上げ＋二ツ石ﾀﾞﾑ容量振替＋河道掘削 1,800 ・コスト ・ケース2～3よりもコストが高い。

4-2① 【既設ダムの活用】 既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋河道掘削 1,800 ・コスト ・ケース2～3よりもコストが高い。

4-2② 【既設ダムの活用】 既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋二ツ石ﾀﾞﾑ容量振替＋河道掘削 1,900 ・コスト ・ケース2～3よりもコストが高い。

5 【河道改修】 全川にわたる掘削 1,400 ○ ○

・コスト ・ケース5よりもコストが高い。

・実現性 ・地域社会への影響が大きい（家屋1,068戸、補償面積1,700千m
2
、対象橋梁数24橋）ため、関係者の理解

や地域との合意形成を得るのに相当の時間を要する。

・コスト ・ケース5よりもコストが高い。

・実現性 ・地域社会への影響が大きい（家屋538戸、補償面積330千m
2
、対象橋梁数12橋）ため、関係者の理解や

地域との合意形成を得るのに相当の時間を要する。

8 【新たな施設】 遊水地（３遊水地）＋河道掘削 1,600 ○ × ・コスト ・ケース8-2よりもコストが高い。

9 【新たな施設】 放水路＋河道掘削 2,100 ・コスト ・ケース8よりもコストが高い。

Ⅵ.河川を中心
とした方策の組合せ

10
【既設ダムの活用と検証対象ダムの再編及び新たな施設の組合せ】

既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋筒砂子ﾀﾞﾑかさ上げ＋遊水地＋河道掘削
2,100 ・コスト ・ケース8よりもコストが高い。

11 【流域対策】 部分的に低い堤防の存置＋二線堤＋土地利用規制＋河道掘削 1,400 ○ ○

12 【流域対策】 部分的に低い堤防の存置＋宅地かさ上げ等＋土地利用規制＋河道掘削 1,300 ○ ○

13 【流域対策】 雨水貯留・浸透施設及び水田等の保全＋河道掘削 1,700 ・コスト ・ケース11、12よりもコストが高い。

14 【流域対策】 雨水貯留・浸透施設及び水田等の保全＋遊水地＋河道掘削 1,900 ・コスト ・ケース11、12よりもコストが高い。

15 【組合せ】 既設漆沢ﾀﾞﾑかさ上げ＋部分的に低い堤防の存置＋宅地かさ上げ等＋河道掘削 1,800 ○ ○

16
【組合せ】

既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋筒砂子ﾀﾞﾑ（かさ上げ）＋雨水貯留・浸透施設及び水田等の保全＋河道掘削
1,500 ○ ○

17
【組合せ】

既設漆沢ﾀﾞﾑかさ上げ＋部分的に低い堤防の存置＋宅地かさ上げ等＋雨水貯留・浸透施設及び水田等の保全＋河道掘削
2,000 ・コスト ・ケース15、16案よりもコストが高い。

18
【組合せ】

既設漆沢ﾀﾞﾑの容量振替（治水専用化）＋筒砂子ﾀﾞﾑかさ上げ＋遊水地＋雨水貯留・浸透施設及び水田等の保全＋河道掘削
2,400 ・コスト ・ケース15、16案よりもコストが高い。

概算
事業費
（億円）

8-2 【新たな施設】 遊水地（２遊水地）＋河道掘削 1,400 － ○

: 概略評価により抽出した治水対策案

: パブリックコメントを踏まえ抽出した治水対策案

パブリックコメントを踏まえ追加する
治水対策案

分類
ｹｰｽ
No.

治水対策案 （実施内容）

概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

流
域
を
中
心
と
し
た
方
策

を
取
入
れ
た
治
水
対
策
と

河
道
改
修
等
と
の
組
合
せ

Ⅶ.流域を中心
とした治水対策

Ⅰ.検証対象
ﾀﾞﾑの再編

Ⅱ.既設ﾀﾞﾑの
活用と検証対象

ﾀﾞﾑの再編

1,600

6 【河道改修】 全川にわたる引堤 2,400

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策

を
組
合
せ
た
治
水
対
策
・

流
域
を
中
心
と
し
た
方
策

を
取
入
れ
た
治
水
対
策
こ

れ
ら
の
組
合
せ

Ⅷ.Ⅰ～Ⅵの
組合せ

Ⅴ.新たな施設
による治水対策

Ⅳ.河川改修に
よる治水対策

治水対策案 （実施内容）

概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

Ⅲ.既設ﾀﾞﾑの
活用

河川整備計画

河
川
を
中
心
と
し
た
方
策
の
組
合
せ

分類
ｹｰｽ
No.

7 【河道改修】 全川にわたる堤防かさ上げ

第４回
検討の場
概略評価

結果

第３回
検討の場
概略評価

結果

第４回
検討の場
概略評価

結果



各治水対策案の概要（１／２）

－１０－

※②～⑫各治水対策案の内容は、上記の他、現在の河川整備計画で実施する河道の掘削、堤防の整備等を含む

【現計画（河川整備計画）】 【検証対象ダムの再編】 【検証対象ダムの再編】

①：田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案 ②：田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案 ③：筒砂子ダム＋河道掘削案

・鳴瀬川総合開発（田川ダム＋洪水導水路）
・筒砂子ダム
・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削+築堤

・鳴瀬川総合開発（田川ダム＋洪水導水路）
・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

・筒砂子ダム
・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

【検証対象ダムの再編】 【既設ダムの活用と検証対象ダムの再編】 【河道改修による対策】

④：筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋
　　河道掘削案

⑤：筒砂子ダム規模拡大と
　　漆沢ダムとの容量再編案

⑥：河道掘削案

・筒砂子ダム規模拡大、洪水導水路
・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

・筒砂子ダム規模拡大
・漆沢ダム（既設）との容量再編

・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,200 3,700

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

田川ダム

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,150
［3,400］
2,800 3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

田川ダム

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,500
［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,150
［3,400］
3,000 3,500

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

筒砂子ダム

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,150
［3,400］
2,900 3,400

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

筒砂子ダム
規模拡大

洪水導水路

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800

3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川



各治水対策案の概要（２／２）

－１１－
※②～⑫各治水対策案の内容は、上記の他、現在の河川整備計画で実施する河道の掘削、堤防の整備等を含む

【新たな施設による対策】 【流域対策】 【流域対策】

⑦：遊水地＋河道掘削案 ⑧：二線堤＋河道掘削案 ⑨：宅地かさ上げ＋河道掘削案

・遊水地（２遊水地）
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

・部分的に低い堤防の存置＋二線堤＋土地利用規制

・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

・部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ・

　ピロティ建築等＋土地利用規制

・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加
・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

【組合せ】 【組合せ】 【３つの目的を満足できる統合した治水対策】

⑩：漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋
　　河道掘削案

⑪：筒砂子ダム規模拡大と
　　漆沢ダムとの容量再編＋
　　雨水貯留＋水田等の保全案

⑫：３つの目的を満足できる統合案

・漆沢ダム(既設）かさ上げ

・部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ・

　ピロティ建築等＋土地利用規制

・鳴瀬川（大臣管理区間）：河道掘削の追加

・鳴瀬川（知事管理区間）：河道掘削

・筒砂子ダム規模拡大

・漆沢ダム（既設）との容量再編

・雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全

・筒砂子ダム規模拡大
・漆沢ダム（既設）との容量再編

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

部分的に低
い堤防を存
置する区域

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム（県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

部分的に低

い堤防を存
置する区域

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,400 ［3,400］
3,100

3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

漆沢ダムかさ上げ
部分的に低
い堤防を存
置する区域

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800 3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

筒砂子ダム

利水代替確保を
含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

雨水貯留
浸透対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800

3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム（県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,500 ［3,400］
2,900

3,400

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

遊水地（2池）遊水地（2遊水地）



現計画（河川整備計画）

① 田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案

◇河川整備計画の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」と検証対象ダム「田川ダム及び洪水導水路、筒砂子ダム」に

より洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、田川ダム及び洪水導水路・筒

砂子ダム完成時には安全度が全川にわたり向上する。

■洪水調節施設諸元
（新設）田川ダム及び洪水導水路

ダム高 85.0m、治水容量 500万m3

（新設）筒砂子ダム
ダム高 98.4m、治水容量 1,040万m3

（既設）漆沢ダム
ダム高 80m、治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約120万m3、
残土処理 約80万m3、
橋梁架替 2橋、樋門樋管改築 22箇所
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

河川整備計画目標及び河道への配分流量

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－１２－

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

田川ダム

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川
竹林川

1,150
［3,400］
2,800 3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

田川ダム

漆沢ダム

洪水導水路

田川ダム流域面積
１５．８ｋ㎡

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

導水集水面積
９．０ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

【大臣管理区間】
河川整備計画
築堤・河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

筒砂子ダム

二ツ石ダム



大崎地方ダム総合事務所HPより

漆沢ダム（S56完成）

宮城県土木部河川課HPより

筒砂子ダム（イメージ）

鳴瀬川総合開発調査事務所HPより

田川ダム（イメージ）

漆沢ダム（既設）、検証ダム（田川ダム、筒砂子ダム）貯水池容量配分図

－１３－

ダム案（河川整備計画）

漆沢ダム貯水池容量配分漆沢ダム貯水池容量配分 田川ダム貯水池容量配分
筒砂子ダム貯水池容量配分筒砂子ダム貯水池容量配分

治水容量 950万m3

制限水位 EL.261.5m

利水容量 650万m3

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 200万m3
基礎地盤 EL.206.0m

有効貯水容量
1,600万m3

総貯水容量
1,800万m3

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量950万m3

制限水位 EL.261.5m

利水容量 650万m3

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 200万m3

基礎地盤 EL.206.0m

有効貯水容量
1,600万m3

総貯水容量
1,800万m3

サーチャージ水位 276.5m

ダム高

80m

洪水調節容量 500万m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 830万m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 120万m3

基礎地盤 EL.173.0m

有効貯水容量
1,330万m3

総貯水容量
1,450万m3

サーチャージ水位 251.1m

ダム高
85m

治水容量 1,040万m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 1,850万m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 250万m3

基礎地盤 EL.190.0m

有効貯水容量

2,890万m3

総貯水容量
3,140万m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 1,040万m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 1,850万m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 250万m3

基礎地盤 EL.190.0m

有効貯水容量

2,890万m3

総貯水容量
3,140万m3

サーチャージ水位 282.3m

ダム高

98.4m



桑折江堰

川

鳴瀬川中流堰

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

－１４－

ダム案（河川整備計画）

① 田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

整備計画

整備計画



◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「田川ダム及び洪水導水路」により

洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、田川ダム完成時には安全度が

全川にわたり向上する。

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

② 田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案

■洪水調節施設諸元
（新設）田川ダム及び洪水導水路

ダム高 85.0m、治水容量 500万m3

（既設）漆沢ダム
ダム高 80m、 治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約360万m3、
残土処理 約320万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、堰改築 1箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－１５－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

田川ダム

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,500
［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

田川ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

検証対象ダムの再編

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

洪水導水路

田川ダム流域面積
１５．８ｋ㎡

導水集水面積
９．０ｋ㎡

【知事管理区間】
新たな河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

二ツ石ダム



鳴 瀬 川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

② 田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案

－１６－

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5

堆砂容量
200万m3

洪水調節容量
950万m3

整備計画

利水容量
650万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

検討ケース

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

整備計画

洪水調節容量
500万m3

検討ケース



◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「筒砂子ダム」により洪水調節を行う

とともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム完成時には安全度

が全川にわたり向上する。

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

③ 筒砂子ダム＋河道掘削案

■洪水調節施設諸元
（新設）筒砂子ダム

ダム高 98.4m、治水容量 1,040万m3

（既設）漆沢ダム
ダム高 80m、治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約270万m3、
残土処理 約220万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－１７－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表す。

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,150
［3,400］
3,000 3,500

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

筒砂子ダム

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

検証対象ダムの再編

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

【知事管理区間】
新たな河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

筒砂子ダム



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

③ 筒砂子ダム＋河道掘削案

－１８－

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5

堆砂容量
200万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

検討ケース

整備計画

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

整備計画

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

検討ケース



◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」と、筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路により洪水調節を

行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 他流域から「洪水導水」を行い、「筒砂子ダム」を規模拡大して機能向上を図る。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム規模拡大及び洪水

導水路完成時には安全度が全川にわたり向上する。

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

④ 筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案

■洪水調節施設諸元
（新設）筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路

ダム高 98.4m→106.4m
治水容量 1,385万m3

（既設）漆沢ダム
ダム高 80m、治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約190万m3、
残土処理 約150万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－１９－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

検証対象ダムの再編

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

【知事管理区間】
新たな河道掘削

導水集水面積
８．４ｋ㎡

洪水導水路

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

筒砂子ダム

大臣管理区間
上流端(40.9km)

規模拡大
（H=98.4m→106.4m）

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,150
［3,400］
2,900 3,400

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

筒砂子ダム

規模拡大

洪水導水路



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

検証対象ダムの再編による治水対策 河道改修との組合せ

④ 筒砂子ダム規模拡大と洪水導水路＋河道掘削案

－２０－

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5

堆砂容量
200万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

検討ケース

整備計画

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

検討ケース

整備計画

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1385万m3



既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策、河道改修との組合せ

⑤：筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案

◇治水対策案の概要

■ 筒砂子ダム規模拡大と既設ダム「漆沢ダム」の容量再編（治水専用化）により

洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 漆沢ダムの容量再編に伴う利水容量の補償措置は、筒砂子ダムの規模拡大

で確保することを想定する。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム規模拡大と漆沢

ダムとの容量再編完成時には安全度が全川にわたり向上する。

■洪水調節施設諸元
（新設：計画変更）筒砂子ダム規模拡大

ダム高 98.4m→110.6m（利水代替分の確保）、
治水容量 1,040万m3 →1,220万m3

（既設：容量振替）漆沢ダム
ダム高 80m
治水容量 950万m3→1,600万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約120万m3、
残土処理 約80万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－２１－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800

3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編

・容量再編
・トンネル洪水吐の設置

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤・河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

漆沢ダム利水代替確保
を含む規模拡大
（H=98.4m→110.6m）

筒砂子ダム



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

川川
→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

－２２－

既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策、河道改修との組合せ

⑤：筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5洪水調節容量
1600万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

堆砂容量
200万m3

検討ケース

整備計画

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

検討ケース

整備計画

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

堆砂容量
250万m3

利水容量
2561万m3

洪水調節容量
1220万m3



河道改修による対策

◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」による洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道

掘削を実施する。

■ 河道掘削は上下流バランスに配慮しながら順次施工することで段階的に安全度

が向上する。

⑥ 河道掘削案

■洪水調節施設諸元
（既設）漆沢ダム

ダム高 80m、治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約430万m3、
残土処理 約380万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、
堰改築 1箇所、用地買収 約8ha、
移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－２３－

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム（県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,200 3,700

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

H.W.L

平水位

樹木伐採

堤防防護に
必要な幅は確保

掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

二ツ石ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

【知事管理区間】
新たな河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

河道改修による対策

⑥ 河道掘削案

－２４－



河道改修による対策、新たな施設による治水対策

⑦ 遊水地＋河道掘削案

■洪水調節施設諸元
（新設）遊水地：２箇所 約60ha
（既設）漆沢ダム：

ダム高 80m
治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約290万m3、
残土処理 約240万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、堰改築 1箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

■遊水地
周囲堤 約40万m3、地内掘削 約50万m3、
用地買収 約60ha、移転家屋 2戸

◇治水対策案の概要
■ 既設ダム「漆沢ダム」と「遊水地」により河道のピーク流量を低減させるとともに、河道配分流

量に応じた河道改修を実施する。

■ 河川沿いでできるだけ家屋等が少なく、洪水を貯留する容量が効率的に確保できる地形、位

置的にも長い区間に効果が期待できる上流部の候補地として、支川花川合流点から下流に

２箇所を想定する。

■ 遊水地より上流では、新たな河道掘削が生じる。

■ 河道掘削や築堤の進捗に伴って段階的に安全度が向上し、遊水地完成時には遊水地下流

全区間の安全度が向上する。

■遊水地内については用地買収を行い、河道掘削を実施する。

－２５－

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

河道改修イメージ 凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

「遊水地下流」

「遊水地上流」

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

H.W.L

平水位

樹木伐採

堤防防護に
必要な幅は確保

残土処理

二ツ石ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

【知事管理区間】
新たな河道掘削

遊水地の対象箇所

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム（県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,500 ［3,400］
2,900

3,400

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

遊水地（2池）遊水地（2遊水地）



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

河道改修による対策、新たな施設による治水対策

⑦ 遊水地＋河道掘削案

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

● L１遊水地
・面積：約27ha

● L2遊水地
・面積：約28ha

鳴瀬川本川→

－２６－



流域を中心とした対策を取り入れた治水対策 河道改修等との組合せ

⑧ 二線堤＋河道掘削案

◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」の洪水調節後の流量に対し、現状で低い堤防を存置し、はん濫後の河道配
分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 低い堤防を存置する箇所は、位置的に長い区間にわたって流量低減効果が期待でき、かつ守る
べき資産を広く対象にできるよう候補箇所の中で最上流の37k付近左岸側を想定する。当該箇所
の浸水区域では一部に家屋が存在するため、二線堤を設置し、家屋浸水を防御する。一部は集
約するための移転を考慮する。

■ 浸水する範囲では土地利用規制を行う。

■洪水調節施設諸元
（既設）漆沢ダム

ダム高 80m
治水容量 950万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約360万m3、
残土処理 約150万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、堰改築 1箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

■ 流域対策
二線堤 約6.6ｋｍ
築堤 約160万m3、陸閘新設4箇所、
用地買収 約40ha、移転家屋等 8戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－２７－

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム （県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

部分的に低
い堤防を存
置する区域

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ

野田橋
のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

二ツ石ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

二線堤の対策範囲

【知事管理区間】
新たな河道掘削

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
（ただし、左岸の一部は現況）
河道配分流量に応じた河道掘削

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

現況の堤防のまま存置する箇所
（左岸37k付近）



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ

野田橋
のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

流域を中心とした対策を取り入れた治水対策 河道改修等との組合せ

⑧ 二線堤＋河道掘削案

－２８－

37k左岸付近



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

二ツ石ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

【知事管理区間】
新たな河道掘削

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
（ただし、左岸の一部は現況）
河道配分流量に応じた河道掘削

宅地かさ上げ等の対策範囲

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削

三本木
さんぼんぎ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

現況の堤防のまま存置する箇所
（左岸37k付近）

流域を中心とした対策を取り入れた治水対策、河道改修等との組合せ

⑨ 宅地かさ上げ＋河道掘削案

◇治水対策案の概要
■ 既設ダム「漆沢ダム」の洪水調節後の流量に対し、現状で低い堤防を存置し、はん濫後の河道

配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 低い堤防を存置する箇所は、位置的に長い区間にわたって流量低減効果が期待でき、かつ、守

るべき資産を広く対象にできるよう候補箇所の中で最上流の37k付近左岸側(三本木地区)を想

定する。当該箇所の浸水区域では一部に家屋が存在するため、宅地のかさ上げやピロティ建築

による被害軽減を図る。

■ 浸水する範囲では土地利用規制を行う。

■洪水調節施設諸元
（既設）漆沢ダム

ダム高 80m、治水容量 950万m3

■流域対策
宅地かさ上げ、ピロティ建築、約250戸

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約360万m3、
残土処理 約320万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、堰改築 1箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－２９－

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

漆沢ダム（県）

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,500 ［3,400］
3,100 3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

部分的に低
い堤防を存
置する区域

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

野田橋
のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

三本木
さんぼんぎ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

流域を中心とした対策を取り入れた治水対策、河道改修等との組合せ

⑨ 宅地かさ上げ＋河道掘削案

－３０－

37k左岸付近



既設ダムの活用、流域を中心とした対策、河道改修、これらの組合せ

◇治水対策案の概要

■ 既設ダム「漆沢ダム」のかさ上げにより洪水調節を行った上で、部分的に低い堤防の存置（宅
地かさ上げピロティ建築等による対策）により河道流量を低減させるとともに、河道配分流量に
応じた河道改修を実施する。

■ 河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、漆沢ダムのかさ上げ完了時には全川にわ
たり安全度が向上する。

■ 浸水する範囲では土地利用規制を行う。

■洪水調節施設諸元
（既設）漆沢ダムかさ上げ

ダム高 80m→83.4m
治水容量 950万m3→1,170万m3

■流域対策
宅地かさ上げ、ピロティ建築 約250戸

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約360万m3、
残土処理 約310万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、堰改築1箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

⑩ 漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－３１－

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,400 ［3,400］
3,100

3,600

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

漆沢ダムかさ上げ
部分的に低
い堤防を存
置する区域

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

宅地かさ上げ等の対策範囲

二ツ石ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

既設ダムの活用

かさ上げ（H=80m→H=83.4m)

【知事管理区間】
新たな河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

現況の堤防のまま存置する箇所
（左岸37k付近）

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
（ただし、左岸の一部は現況）
河道配分流量に応じた河道掘削

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤
河道配分流量に応じた河道掘削



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

既設ダムの活用、流域を中心とした対策、河道改修、これらの組合せ

－３２－

⑩ 漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案

37k左岸付近



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

さんぼんぎ 野田橋
のだばし

小野田
おのだ

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤・河道掘削

DID地区

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編

・容量再編
・トンネル洪水吐の設置

：河道掘削

：築堤

：ため池

：水田

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

【流域貯留・浸透対策】
①雨水貯留→建物用地
②浸透施設→人口集中地区（DID地区）
③水田貯留→畦畔のかさ上げ
④ため池活用→１９箇所

漆沢ダム利水代替確保のための
規模拡大（H=98.4m→110.6m）

筒砂子ダム

DID地区

三本木

既設ダムの活用、検証対象ダム再編による治水対策、流域を中心とした対策、河道改修 これらの組合せ

◇治水対策案の概要
■ 筒砂子ダム規模拡大と既設ダム「漆沢ダム」の容量再編（治水専用化）により洪水調節を

行うとともに、雨水貯留・浸透、水田等の保全、ため池の活用により河道流量を低減させ

るとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」の容量再編・筒砂子ダム完

成時には安全度が全川にわたり向上する。

■ 漆沢ダムの容量再編に伴う利水容量の補償措置は筒砂子ダムの規模拡大で確保するこ

とを想定する。

⑪ 筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案

■洪水調節施設諸元
（新設：計画変更）筒砂子ダム規模拡大

ダム高 98.4m→110.6m（利水代替分の確保）
治水容量 1,040万m3→1,220万m3

（既設：容量振替）漆沢ダム
ダム高 80.0m、
治水容量 950万m3→1,600万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約120万m3、
残土処理 約80万m3、
橋梁架替 2橋、樋門樋管改築 22箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

■流域を中心とした対策
雨水貯留施設 約4,000ha、
雨水浸透施設 約260ha、水田14,000ha、ため池19箇所

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－３３－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ

水田貯留は流域内のすべての水田を対象とすること
を基本としている。

ただし、内水排除のための排水機場を有する流域は、
ポンプ能力規模の流量しか鳴瀬川へ流出せず、水田
貯留による流量低減効果は期待できないため、水田
貯留の対象から除外する。

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800 3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

雨水貯留
浸透対策



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

さんぼんぎ 野田橋
のだばし

小野田
おのだ

DID地区

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

：河道掘削

：築堤

：ため池

：水田

大臣管理区間
上流端(40.9km)

筒砂子ダム

DID地区

三本木

雨水貯留施設の例：明通川防災調整池（吉田川右支川竹林川）雨水貯留施設の例：明通川防災調整池（吉田川右支川竹林川）

雨水浸透施設のイメージ雨水浸透施設のイメージ

雨水貯留施設 雨水浸透施設

－３４－

既設ダムの活用、検証対象ダム再編による治水対策、流域を中心とした対策、河道改修 これらの組合せ

⑪ 筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案

現状の畦畔に約15cm程度

盛土をかさ上げすることを想定

現状の畦畔

水田等の保全（畦畔のかさ上げ）

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5洪水調節容量
1600万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

堆砂容量
200万m3

検討ケース

整備計画

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

検討ケース

整備計画

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

堆砂容量
250万m3

利水容量
2561万m3

洪水調節容量
1220万m3



◇治水対策案の概要

■ 筒砂子ダム規模拡大と既設ダム「漆沢ダム」の容量再編（治水専用化）により洪水調節を

行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。

■ 筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編における筒砂子ダムの規模拡大については、

洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持の３つの目的を満足できるダ

ム規模を確保することを想定する。

■ 漆沢ダムの容量再編に伴う利水容量の補償措置は、筒砂子ダムの規模拡大で確保するこ

とを想定する。

■河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容

量再編完成時には安全度が全川にわたり向上する。

■洪水調節施設諸元
（新設：計画変更）新ダム：筒砂子ダム規模拡大

ダム高 98.4m→114.5m（利水代替分の確保）、
治水容量 1,040万m3 →1,220万m3

（既設：容量振替）漆沢ダム
ダム高 80m
治水容量 950万m3→1,600万m3

■河道改修
築堤 約190万m3、掘削 約120万m3、
残土処理 約80万m3、橋梁架替 2橋、
樋門樋管改築 22箇所、
用地買収 約8ha、移転家屋 約140戸

※ 鳴瀬川の河道掘削及び整備計画で予定している吉田川の河道掘削から

発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理
を実施。

－３５－

河川整備計画と同規模の目標流量及び河道への配分流量

H.W.L

平水位

樹木樹木伐採
掘削土の有効活用 掘削土の有効活用

残土処理

河道改修イメージ
凡例

現況河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

※河道掘削：河道配分流量を計画高水位以下で流下させるために必要な河積を確保する対策

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム

南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

筒砂子ダム

利水代替確保を

含む規模拡大

漆沢ダムの容量再編

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田

川 竹林川

1,100
［3,400］
2,800

3,300

単位：m
3
/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江

合
川

二ツ石ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

小野田
おのだ

小野田
おのだ

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編

・容量再編
・トンネル洪水吐の設置

【大臣管理区間】
河川整備計画と同規模の築堤・河道掘削

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

漆沢ダム利水代替確保
を含む規模拡大
（H=98.4m→110.6m）

筒砂子ダム

３つの目的を満足できる統合した治水対策

⑫：３つの目的を満足できる統合案

漆沢ダム利水代替確
保を含む規模拡大
（H=98.4m→114.5m）

・容量再編

・トンネル洪水吐の設置

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編



桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

川川
→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

大臣管理区間
上流端(40.9km)

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

－３６－

３つの目的を満足できる統合した治水対策

⑫：３つの目的を満足できる統合案

漆沢ダム 筒砂子ダム 田川ダム

整備計画

▼サーチャージ水位 EL.276.5洪水調節容量
1600万m3

洪水調節容量
950万m3

利水容量
650万m3

堆砂容量
200万m3

堆砂容量
200万m3

検討ケース

整備計画

洪水調節容量
500万m3

利水容量
830万m3

堆砂容量
120万m3

検討ケース

整備計画

堆砂容量
250万m3

利水容量
1850万m3

洪水調節容量
1040万m3

検討ケース

堆砂容量
250万m3

利水容量
3100万m3

洪水調節容量
1220万m3


